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マンマシンデータ生成･保守支援システム"MDMS”
Man-maChine Data Production and Maintenance Support SYStem

､IMDMS′′

計算機制御システムの分野ではシステム規模か拡大し,取り扱う情報量も増大し

ている｡これに伴いシステムに対する監視や指令など,人とコンピュータとがやり

とりする情報も量の増大とともに,見やすさや操作件が重視され,二れら情報の処

理が複雑化･多様化してきている｡したがって,CRT画面や帳票などの入Hi力仕様

データ(本稿ではこれをマンマシンデータと呼ぶr〕)を生産惟･信根性高く作成し保守

する技術,及び支援ツールは今や必多頁のものとなっている｡

これらの現状と従来の経験を踏まえ,このたび日立製作所ではマンマシンデータ

をバッチ形と会話形で生成･保守でき,標準入出力制御機能も付加した,生産性･信

頼性向上を可能とする新しい支援ツール"MDMS''を開発した｡なお,本システムは

既に適用f那皆にありユーザーからの好評も得ている｡

皿 緒 言

近年,計算機制御システムでは,マルチコンピュータや機

能分散ネットワーク化によ り制御規快か急速に拡大し,更

に取り扱う情報量も急増しており,これに伴って人とコン

ピュータとがやりとりする情報も量の増大ととい二復姓化･

多様化の傾向にある｡CRT(Cathode Ray Tube:カラーデ

ィスプレイ装置)が帖軸伝i皇指ホの道上しとして帖広く利鞘され

るようになってから特にこの傾】rりが強く,CRT伸j面や帳票な

どに対する情報処]哩は,システム全体に占める1判合か50%以

卜になるケースもあるといわれている｡CRT匝i向では見やす

さなどが重視され,両軸仕様は人の好みに左右されることが

多いので,表示イメージでユーザーとメ【カ【との相互確認

をとり,仕様_Lの食い違いを未然に防止しておくことが生産

件･仁言相性の面から重要である｡

日立製作所ではこのような背景から,会話方式グ〕DGS(Dis-

play Generating Software:CRT【由‖而作成ソフトウエア)】)･2)

を昭和53年に開発し,多くのユーザーかこれを過用して工数

什もi成や品質向上といった大きな効果が得られたか,反而,長

簡
図
I

CRTとの会話による作画 CRTのスクリーンとキーボードを使

用Lて,表示イメージでの確認を行ないながら作画することができる｡
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時間の画面凝視による臼の疲れといった人間工学的な面で,多

品の画面を作成するには問題があった｡今回このような経験

を基に,CRT画面だけでなく帳票なども含めた入出力仕様デー

タ(本稿ではこれをマンマシンデータと呼ぶ｡)を生産性･信頼惟

共に高く生成･保守するための新しい支‡麦ツールとしてMDMS

(Man-maChine Data Management System:マンマシンデー

タ亡巨成･保守支援システム)を開発した｡

MDMSでは,マンマシンデータの生成･保守にはバッチ形

及び会話形の向者の長所を生かした複合方式の支援ソフトウ

ェアを用意し,更にCRT画‾面や帳票のオンライン入出力には

標準入出力制御ソフトウェアMPIC(Macros for Picture:

画面入出力サブシステム),MLOG(Macros for L叩ging:

帳票入出力サブシステム)を用意して,ユーザー作業の軽減と

ソフトウェアの生産性･信頼件の向上を図っている｡

本稿では,バッチ形と会話形の比較を行ない,両者の長所

を検討した結果から導き出されたMDMSについてその機能と

ソフトウェア構成を中心に述べ,最後にMDMS適用による効

果についても触れる｡

臣l マンマシンデータの生成法

2.1 マンマシンデータの扱い

本稿で述べているマンマシンデータには,CRT画面仕様と

帳票仕様の各データ3)がある｡オンラインでCRT画面や帳票

を人.Ll-1力するには,CRTとそれ以外の入出力機器とでもって

いる機能･性能が大き〈相違しているので,各々に応じた処

理方式をとらねばならない｡しかし,入出力する情報はCRT

画面と帳票とで相違がなし､はずである｡すなわち,帳票はCRT

画面をラインプリンタやタイ70ライタなどに,ハードコピー

したものと考えるわけである｡MDMSではこの考えをベース

に,帳票とCRT画面を同一に扱い,CRT画面の用語でマン

マシンデータを表現している｡したがって,帳票とCRT画面

の各仕様データは同一の方法で作成することが可能となって

いる｡

2.2 バッチ形と会話形の比較

一般にデータを生成･保守する手段としては,バッチ形と
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表l パッチ形と会話形のCRT画面作成比重交 バッチ形,会話形そ

れぞれ一長一短があり,互いの長所をうまく利用することが必要であることが

分かる｡

No. 比重交項目 ノヾ ッ チ 形 全 盲古 形

I
コンピュータ

(雷雲カー雫の三ンパイル)
長 い

使用時間 (確認しながらの作画操作)

2
画面の

行ないにくい｡

(竺男芳ニドを修正しリコ)
行ないやすい｡

確認･修正 (表示イメージで確実)

3 作画作業
コンピュータが実施 オペレータが実施

(人の操作ははとんどない｡) (長時間では自が疲れる｡)

4 机上作業

やや多い｡

(ヲ茅記述言語でコ‾デイ)
少ない｡

(操作手順書の作成)

5
作画途中デー 不 要 要

タの保存 (作画力一ドがあればよい｡) (細群‖こ外部媒体に保存要)

6
データ消滅時

(守男カー苦か雪･リコンパ)
困 難

の復旧 (最初から再操作要)

7 結 論 初期大量データ作成向き 部分修正向き

会話形の二通l)が考えられる｡前者は所定の文法に従ってコ

ーディングされ,パンチされたカードをあらかじめ用意し,

コンピュータがこれをバッチ的に処王里する方式,後者は図1

に示すように,CRTク)キーボードとスクリーンとを使用して

CRTと対話しながら処理する方式が一般的である｡

本稿ではCRT画面データを作成する場ノ告を例にとr),バッ

チ形と会話形の比較をしてみる｡表1は両者を比較したもの

であり,この表から,初期作画のように多量のデータを作成

する場合にはバッチ形が良く,画面修正のように少量のデー

作画ソースカード

作画用
CRT

■ヰl-

●-■

仁三

タを確実に修正する場合には会話形が良いことが分かる｡

6】 MDMS

3.1開発方針と特長

MDMSの開発方針は次の3点とした｡

(1)CRT画面と帳票の各データ間でデータ構造を統一する｡

(2)CRT画面及び帳票の仕様を表わす用語を明確化する｡

(3)CRT画面や帳票の入出力制御と,その人出力仕様の設計

から保守に至る作業を一貫して支援する｡

上記(1),(2)に関しては,まず各人があいまいな定義で勝手

に使用していた用語,特に複雑なCRT画面仕様を表現する用

語を体系化して,体系に合致した名称とその定義づけを明確

化するとともに,CRT画面と帳票のデータ構造の統一を図る

ことにした｡(3)に関しては,設計を支援するために,仕様を

記述するドキュメントの標準化を,製造･保守を支援するた

めに,バッチ形と会話形のマンマシンデータ生成･保守支援

ツールと標準入出力制御プログラムの開発をそれぞれ行なう

こととした｡

MDMSの特長は次に述べるとおりである｡

(1)CRTへの画面入出力と70リンタなどへの帳票入出力とに

関して,各プラントシステム間で共通の用語,及びデータベ

ースが用意され,設計から保守までを一貫して,かつ体系的

に支援している｡

(2)バッチ形及び会話形のマンマシンデータ生成･保守支援

ツールが用意されており,それぞれの長所を生かして効率の

良い生成･保守作業をすることができる〔DPS-B(Data Pro･

duction Software-Batch:バッチ形作画サブシステム)及び

DPS-Ⅰ(Data Production Software-Interactive:今話形作画
サブシステム)〕｡

(3)CRT画面の中で使用される図形は,各画素のパターン及

び図形サイズに関して制約がなく,自由に作成することがで

きる｡CRT画面には,システム構成図のように変化しない情

報から成るBG画面(Background画面:背景画面)と,プロセ

マンマシンデータ生成･保守支援ソフトウェア(DPS)

画サブシステム(DPSIB)

会話形作画サブシステム(DPS-り

｢二三
｢

‾一‾‾

‾‾■‾`‾｢

!ユーザープログラム:
L_______..+

｢
作画用周辺ユーティリティ

サブシステム (DPS-U)

±!+

--■■■

■■■→

作画ソースリスト

マンマシンデータリスト

準入出力制御ソフトウェア(DCS)

画面入出力サブシステム(MP暮C)

帳票入出力サブシステム

箪⊇_+

ヽ

●■

†十▲+-

マンマシ ン

データベース

マ..ン.マ シ ン 入 出 力 機 器

T/W,L/P

注:略語説明 CRT(6athode Ray Tube)
DPS(Data Prod此tion Software)
DPS-B(鮎tGht.ype"DPS”Sub$ySlem)
βPS-1いn18raCtlOn.tyPe."DPSけ芦Ubs.yst8m)

PTR,PTP C/R,C/P

DPS-U(∪川ty Subsy$tem†or"DPSカ)
DCS(Data OoれけOISo†!war8)
MPIC(Maoros for Pioture)
叫LOG(Maoros for Logging)

塵戸

マンマシンデータ
オブジェクト

こ～群こ芸ge諾こ欝?呂繹至8≡こ喜冒岩荒望呂…き)
PTR(Paper Tape Reader)
PTP(Paper Tape puncher)

図2 MDMSのソフトウェア構成区l 使用する時期及び用途によりソフトウェアを区分し,その各々をサブシステムとして構成Lている｡
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ス状態数値のように変化する情報から成るFG画面(R)regrOund

画面:動画面)とがあり,そのどちらをも作成することができる｡

(4)マンマシンデータは,図形や変換フォーマットなどを標

準化すれば容易に他システムへ流用することができるように

なっている〔DPS-U(Data Production Software-Utility:

作画用周辺ユーティリティ)サブシステム〕｡

(5)オンラインでCRT画面や帳票を入出力する標準ソフトウェ

アとしては,高応答性のMPICと高処理性のMLOGとがあF),

いずれも豊富な機能をもっているのでユーザー負担が軽くな

る｡

3.2 ソフトウェア構成

図2はMDMSのソフトウェア構成を示す｡ユーザーが必要

とする時期及び用途によr),ソフトウェアを区分し,その各

各をサブシステムとして構成している｡マンマシンデータベ

ースは,帳票とCRT画面を包含した構造となっている｡

3.3 データ生成･保守機能

マンマシンデータ生成･保守支援ソフトウェアには,表2

に示すような機能があり,いずれもバッチ形及び会話形の双

方が用意されている｡次に,各分類別に機能の概要をCRT画

面イメージで説明する｡

(1)図形作成

ユーザーが画面内で使用する図形及びBG画面を作成すると

きに利用する機能群である｡まず図形のトソトパターンを横方

向4シンボル(1シンボルは標準‾文字1文字分の画素のこと｡),

縦方向2シンボルの計8シンボルの範囲内で一度に作成する

ことができ,更に作成されたシンボル,又はシンボル群(固定

画素メモリに記憶されている文字･記号シンボルも含む｡)を

複数個組み合わせて任意サイズの新規図形を作成することが

できる｡ドットパターン作成例として図3にバッチ形の例を,

図4に会話形の例を示す｡シンボル又はシンボル群の組み合

わせは,文字埋込,図形呼出し･複写･変色の各機能を利用

して行なう｡また,作成された図形の一部,又は全部を流用

可能図形(これをマクロシンボルと呼ぶ｡)及びBG画面として

登録できる｡

マンマシンデータ生成･保守支援システム``MDMS”901

表2 マンマシンデータ生成･保守機能 これらの機能はバッチ形,

会話形共に用意されており,ユーザーは効率良く作画することができる｡

注:略語説明 FG(Foreground)

カラム

No.-一一･

コマンド

2 44

最大4×2シンボル分のドットパターン

(H)(∨)

51 58 65 80

W W

注:略語説明 H(Horizontaり,∨(Verticaり

図3 バッチ形のドットパターン作成例 ■▲照明”の漢字パターンをコーディングLた例であり,表示ドットは``】'',無表示ドットは空白とする｡標準化

された仕様記述ドキュメントの一つを利用している｡
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区14 会話形のドットパターン作成例 会話形作画の操作用画面をハ

ードコピーしたものであり,枠で囲まれた部分がオペレータがキーインするド

ットパターンエリアである｡

(2)FG画面変化仕様定義

ユーザーがFG画面,すなわち変化仕様を定義するときに利

用する機能群である｡

変化タイプとしては,

(a)交替図形表示

あらかじめ用意した最大255個の図形を必要に応じて‾交替

表示するもので,スイッチのオンオフ状態などを図形で表

現するときに使用すると便利である｡

(b) メッセージ入力

(C) メッセージ出力

(d)バーグラフ表示

(e)トレンドグラフ表示

の5タイプが用意されており,各タイプごとに各仕様定義機

能を使って詳細な変化仕様を定義することができる｡変化仕

様は,画面内の任意の‾方形エリア〔これをSU(スクリーンユ

ニット)と呼ぶ｡〕を指定して各SUごとに定義する｡1画面で

は複数個のFG画面を,1FG画面では複数個のSUを各々もつ

ことができる｡1FG画面とは,オンライン表示時に1回のり

ンケージで同時に変化させる可能性のあるSU群を,ひとまと

めにしたものである｡また既に登録されている変化仕様を,

SUの単位でワークエリア上に呼び出してi充用したり,ワーク

エリア上にある変化仕様(定義はワークエリア上で行なわれる｡)

を1FG画面単位で登録したりすることができる｡

(3)その他

作成されたマンマシンデータの仕様を,分かりやすい形で

ライン7bリンタなどに印字したり,マンマシンデータのオブ

ジェクトをカードやフロッピディスクなどに画面単位で出力

したり,出力したオブジェクトを必要に応じて入力したりで

きるので,マンマシンデータの保存や他システムヘのi充用も

容易である｡なお,バッチ形作画サブシステムを利用したと

きは,作画ソースリストが出力される｡

3.4 MDMS使用時の作業の;充れ

MDMSを利用した場合ソフトウエア作業のラ売れは図5に示

すようになる｡

田 MDMSによる効果

(1)質的効果

(a)鉄鋼,火力発電,原子力発電などの各プラントシステム

56

㈹卜
仕

様
書

作

成

榔手

バッチ形作画

(コンパイル)

†

作画ソースカード

ー◆

l⊆

会話形作画

(確認･修正)

志
簡単なプログラム作成

□
ラグ岬ンプミ

□

シ
ス
テ
ム
稼
動

(
保
守
)
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図5 MDMS利用時のソフトウェア作業の;売れ データと手続が分

離されるので並列作業が可能であり,かつ各作業は簡単に行なえる｡

間共通の用言吾でCRT画面や帳票の入出力仕様を記述でき,

かつ記述方法も統一されているので,システム設計が行な

いやすい上に作画工数も見積りやすくなった｡

(b)データと手続が分離されているので,両者の生成作業

を並列に進めることができ,かつ各々の作業は簡単で作業

結果の検証も容易であるため,経験豊富なシステムエンジ

ニアの負荷を軽くすることができる｡

(2)量的効果

作画内容により作画工数が大きく左右されること,及び作

業形態が変わったことにより,各作業フェーズごとの生産性

向上効果を量的に表わすことは難しいが,マンマシンデータ

生成フェーズの工数は,ツール適用なしのときに比較し約80

%の低減,DGS(純会話形作画システム)適用時に比較し約30

%の低i成が可能と考えている｡

由l 結 言

以上,MDMS(マンマシンデータ生成･保守支援システム)

について説明したが,MDMS開発により当初の目的は十分に

達成されたと考えている｡今後は適用ユーザーからの意見･

要望を取り入れて更に改善を図っていく とともに,応用面を

取り入れたマニュアル作成やノウハウ集の整備を行なって,い

っそう使いやすいシステムに成長させていきたいと念噸して

いる｡
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